
成果指標名
地域の総課
題件数のう
ち、地域で
問題解決し
た件数の割
合

単位

％

R03

85.00

成果指標設定の考え方 成果指標の測定方法 区分

目
標
値

実
績
値

R04

◎施策の基本情報

政策の目指す姿

政策No 政策名

85.00

R02

85.00

81.00

施策の目指す姿

H31

現状と課題

75.00

82.00

コミュニティ会議が自ら地域内の課題
を把握し、自ら取り組んで解決するこ
とにより27の個性あふれる地域づくり
が実践されることから、成果指標とし
て設定した。（コミュニティ会議の役
割は、住民と協働して地域課題の解決
を図り、住みよい地域社会をつくり上
げることであることから、地域が自ら
課題に取り組んで解決した状況を示す
指標）

H30

75.00

84.00

H29

75.00

80.00

目
標
値

実
績
値

目
標
値

実
績
値

コミュニティ会議に聞き取りをし
、地域（コミュニティ会議を構成
する自治会や専門部会）からの課
題件数（事業要望数）と解決件数
（事業実施した件数）を把握し集
計する。

施策主管課 課長名

施策No 施策名 関係課名

◎前年度の評価の振り返り
前年度評価時の今後の方向性

反映状況

１ 施策の目指す姿の実現に向けた主な取組

２ 成果指標

0401 地域主体のまちづくり 地域づくり課 鈴木 淳子

個性あふれる地域づくりが活発に行われています

02 コミュニティ会議の基盤強化

コミュニティ会議を中心に、自主的な地域づくり活動を行っています

【現状】
・コミュニティ会議による地域づくりは、それぞれの地区に応じた地域活性化や地域課題解決のための自主的な地域づくりが進められている
一方で、地域づくりを担う人たちの負担が大きくなっています。
・地域課題の洗い出しや事業決定において、各種団体等との連携や住民参画が十分ではないという声もあります。
・地域づくりに若い世代や女性の参画が少ないままです。

【課題】
・コミュニティ会議を中心とした地域づくり活動をより効果的・効率的に進めていくためには、地域の中で類似した事業を整理・統合してい
く必要があります。
・コミュニティ会議の活動に地域の各種団体等、地域の多くの分野に携わる住民の参画をさらに進めていく必要があります。
・若い世代や女性の創意工夫を地域づくりに生かす仕組みが必要です。

・コミュニティ会議を中心とした地域づくり活動がより効果的に行われるために、中間支援組織のノウハウを活用しながら、女性や若者とい
った新たな人材の参画を進め、地域のマネジメント力の向上を図る。
・持続可能な地域自治に向けたしくみを構築するため、市民意識調査の実施やコミュニティ会議との協議の場による効果的・効率的な地域運
営のあり方の検討を継続する。

・中間支援組織と市が連携したコミュニティ会議への個別支援として、地域住民参加型ワークショップの開催など地域づくり活動への支援や
活動を担う人材の確保・育成に取り組んだ。例として、中間支援組織のノウハウを生かして、中間支援組織とコミュニティ会議が連携し、若
い世代・女性を地域活動に取り込んでいる先進事例（花西・湯本）を紹介する情報交流会を開催、他のコミュニティ会議と情報共有すること
で地域のマネジメント力の向上を図った。
・地域の担い手不足等について調査するため、岩手県立大学総合政策学部役重研究室に委託し「花巻市地域自治に関する市民意識調査」を実
施した。分析の結果、持続可能な地域自治の仕組みづくりに必要な３つの方向性が見いだされた。「①地域・コミュニティの負担軽減」「②
若者などによる『小さな創意』の実現支援」など、効果的・効率的な地域運営について、コミュニティ会議と市との協議の場を通じて検討し
取り組んでいく。「③行政との連携強化と職員育成」について、市職員向けに地域コミュニティへの理解を深めるための研修を開催した。

（１）自主的な地域づくり活動の活性化
○地域づくり交付金の交付
・２７コミュニティ会議に対し地域づくり交付金を交付、地域課題への取り組みを支援
○コミュニティ会議と各種団体等との関係及び役割の実態把握による負担軽減策の検討と実施
・岩手県立大学役重研究室へ「地域自治に関する市民意識調査」実施・分析を依頼
・市職員を対象に地域コミュニティについて考える研修を実施 ・コミュニティ会議と市との協議の場の開催
○若い世代や女性を含めた参画機会の創出と実践
・コミュニティ会議と市との協議の場の開催 ・花巻地域コミュニティ会議情報交流会での事例発表
○中間支援組織等によるコミュニティ会議へのサポート
・中間支援組織等と連携し、地域づくりサポート事業を実施
○コミュニティ会議との協議及び関係者等との懇談会等の開催
・コミュニティ会議と市との協議の場の開催 ・花巻地域コミュニティ会議情報交流会の開催
○地域づくりに関するノウハウ・スキル習得のための研修会等の開催
・コミュニティ会議情報交流会の開催 ・地域づくりサポート事業の実施
○コミュニティ会議による地域づくりの情報発信
・コミュニティ会議広報誌の配布 ・市広報及び市ＨＰによるコミュニティ会議の活動紹介

施策評価シート(令和2年度実績評価)



４ 施策を構成する事務事業の検証

①市民のニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストの割に成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか

施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか

なし

（地域づくり活動推進事業）中間支援組織等によるコミュニティ会議へのサポートが効果的であることから、継続して実施していく必要があ
る。
（地域づくり活動推進事業）「花巻市地域自治に関する市民意識調査」の分析をふまえ、持続可能な地域自治の実現に向けた３つの方向性「
地域・コミュニティの負担軽減」「若者などによる『小さな創意』の実現支援」「行政との連携強化と職員育成」について、コミュニティ会
議との協議の場による検討を継続して実施していく。

新たに取り組むべき事業はないか

５ 施策の総合的な評価

課題

今後の方向性

・コミュニティ会議を中心とした地域づくり活動がより効果的に行われるためには、マネジメント力の向上が必要である。
・持続可能な地域自治の実現に向けたしくみを構築するために、地域に向けてコミュニティ会議の活動を周知し関心をもってもらうこと、若
い世代や女性の地域づくり活動への参画を促進すること等が必要である。
・人口減少が進む中で、地域づくりの担い手が不足し、地域づくり活動への負担感が増えているため、地域への依頼事項の見直しを行い、効
率的な地域運営のあり方について検討することが必要。

・コミュニティ会議を中心とした地域づくり活動がより効果的に行われるために、中間支援組織等のノウハウを活用しながら、若い世代や女
性等新たな地域人材の参画を進めるとともに、コミュニティ会議と市との協議の場における意見交換や、コミュニティ会議へのサポート事業
等を実施することにより、地域課題に気づき、課題解決する自治力の向上を図る。
・コミュニティ会議の活動について、地域に向けさらなる情報提供に努める。
・地域づくり活動への負担感の軽減について継続して検討し、地域への依頼事項の見直し等を実施していく。コミュニティ会議と市との協議
の場における意見交換、コミュニティ会議へのサポート事業、組織運営のスキルアップ研修の実施等により、効果的・効率的な地域運営のあ
り方を継続して検討していく。

３ 成果指標の達成状況

達成度 達成状況に関する背景・要因

■成果指標「地域の総課題件数のうち、地域で課題解決した件数の割合」・・・【達成度 b】
新型コロナウイルス患者の発生状況から判断し振興センター、地区社会体育館の利用を制限したことや、課題解決の事業の主催者で
あるコミュニティ会議が感染拡大防止のために地域活動、団体行事、生涯学習活動等を中止したことから、課題解決した件数が減少
したが、ソフト事業が減少した分、ハード事業が増加したことにより減少幅は小さい。

B



施策を構成する事務事業一覧

No

事務事業名

010

011

012

013

事業内容(活動実績) 成果

施策への貢献度

意図対象

直結度

担当課

コミュニティ会議活動支援 地域づくり交付金交付
（交付件数：27件 交付額：191,609,532円）

中間支援組織等によるコミュニティ会議へのサポート
（中間支援組織：1団体 コミュニティ会議：17地区）

コミュニティ会議との協議の場、花巻地域コミュニティ会議情報交流会（事例発表）の開催
（協議の場開催回数：1回 交流会開催回数：1回）

コミュニティ会議広報誌の配布と市ＨＰへの掲載、市広報や市ＨＰでの活動紹介
（広報誌配布、掲載：毎月 活動紹介：1回）

B

B

B

B

一致

一致

一致

一致

直結

直結

間接・
補完

間接・
補完

A

A

B

B

地域づくり活動推進事業費

地域づくり活動推進事業費

地域づくり活動推進事業費

地域づくり活動推進事業費

地域支援

地域支援

地域支援

地域支援


